
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
皆
様

の
ご
多
幸
と
ご
繁
栄
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」

と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま
す
。

「
一
年
の
計
画
は
そ
の
年
の
初
め
で
あ
る
元
旦
に
立
て
る

も
の
で
あ
り
、
も
の
ご
と
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
最

初
に
き
ち
ん
と
し
た
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
わ
ざ
の
由
来
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
な
説
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
『
月
令
廣
義
（
げ
つ
り
ょ
う
こ
う
ぎ
）
』
と
い
う

書
物
の
中
に
説
か
れ
て
い
る
「
四
計
」
が
そ
の
原
典
で
あ

る
と
い
う
も
の
で
す
。
「
四
計
」
と
い
う
の
は
、
「
生
活

を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
四
つ
の
計
画
」
と
い
う
こ
と
で
、

「
一
日
の
計
は
晨
（
あ
し
た
）
に
在
り
、
一
年
の
計
は
春

に
在
り
、
一
生
の
計
は
勤
に
在
り
、
一
家
の
計
は
身
に
在

り
」
と
い
う
も
の
で
す
。

「
晨
（
あ
し
た
）
」
と
い
う
の
は
朝
の
こ
と
、
「
春
」
は
年

の
初
め
、
「
勤
」
は
努
力
す
る
こ
と
、
「
身
」
は
身
体
の

健
康
や
行
為
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
ま
た
、
「
一
年
の
計

は
春
に
在
り
、
一
日
の
計
は
寅
に
在
り
、
一
家
の
計
は
和

に
在
り
、
一
身
の
計
は
勤
に
在
り
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

「
寅
」
と
い
う
の
は
午
前
四
時
頃
の
こ
と
で
す
か
ら
、
先

ほ
ど
の
「
晨
（
あ
し
た
）
」
と
同
じ
意
味
で
す
。
「
和
」
と

い
う
の
は
仲
良
く
す
る
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
そ
の
日
の

計
画
は
、
朝
の
う
ち
に
立
て
る
も
の
で
あ
り
、
一
年
の
計

画
は
、
年
の
初
め
に
立
て
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
家
の
計

画
は
身
体
の
健
康
や
、
身
の
処
し
方
、
修
め
方
、
あ
る
い

は
家
族
み
ん
な
が
仲
良
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
立
て
る
も

の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
「
四
計
」
が
も
と
に

な
っ
て
「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ

が
生
ま
れ
た
と
い
い
ま
す
。

平
成
最
後
の
年
、
新
し
い
年
号
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

自
ら
の
進
む
べ
き
方
向
を
見
失
わ
な
い
よ
う
に
足
元
を

し
っ
か
り
見
つ
め
な
が
ら
、
一
歩
一
歩
着
実
に
歩
ん
で
ま

い
り
た
い
も
の
で
す
。

住
職

轟

紀

久

護
持
会
だ
よ
り

本
年
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

世
話
人
の
交
代
が
あ
り
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
い
た
し
ま

す
。
長
野
原
地
区
の
世
話
人
を
約
四
〇
年
務
め
て
頂
き
ま

し
た
黒
岩
保
男
様
が
昨
年
末
で
退
任
さ
れ
、
後
任
に
割
田

伸
男
様
に
務
め
て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
黒
岩
様
に

は
長
き
に
渡
り
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
軽
井
沢
地
区
の

小
金
沢
忠
彦
様
が
退
任
さ
れ
、
今
年
よ
り
宮
澤
昭
次
様
に

努
め
て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（総代）

会長 田村 守

副会長 櫻井芳樹

書記 長谷川誠 黒岩 元

会計 山口次夫 永井芳司

監事 櫻井輝久 宮崎 透

萩原宗仁

（世話人）

長野原 市川儀一 宮崎広保 湯本定由

山口喜正 山崎敟男 長谷川浩一

佐藤良平 割田伸男

大津 浅見良雄 市村真 小林喜一郎

櫻井敏雄 塩野英介 湯本茂 吉澤功

羽根尾 黒岩進 櫻井孝治 山口義秋

与喜屋 萩原富夫

横壁 金子茂雄

林 小林寛 篠原憲一 小林柳一

川原湯・川原畑 豊田清

北軽井沢青木博文 小林一雄 清水忠雄

岩田紀重 宮田満 吉田昇

神戸久利 宮澤昭次

雲
林
寺
の
主
な
年
間
予
定

一
月
二
日

新
年
祈
祷
会

一
月
四
日
～

年
頭
の
御
挨
拶
回
り

二
月
三
日

節
分
会
（
午
後
七
時
～
）

二
月
十
五
日

釈
尊
涅
槃
会

二
月
中
旬

教
区
護
持
会
総
会

三
月
十
八
日
～
二
十
四
日

春
彼
岸

四
月
三
日

大
般
若
会
（
午
前
十
時
半
～
）

四
月
八
日

釈
尊
降
誕
会
（
花
ま
つ
り
）

六
月
中
旬

護
持
会
総
会

八
月
五
日

天
明
物
故
者
供
養

八
月
十
四
日

大
施
食
会
（
午
前
十
時
半
～
）

九
月
二
十
日
～
二
十
六
日

秋
彼
岸

十
月
中

第
十
一
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

十
二
月
八
日

釈
尊
成
道
会

十
二
月
三
十
一
日

除
夜
の
鐘

是
非
皆
様
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。



　　

主
な
催
し
の
ご
報
告

② ①③

④⑥ ⑤
①８月５日、天明の供養祭が行われました。天明３年の浅間山噴火は5月８日～８月４日に大噴火、火砕流が発生し、８月５日午

前１０時頃土石流による大災害となりました。この大字長野原の地は240名程の犠牲者を出しました。当山では平成16年に供養

碑を建立し、それ以降毎年この８月５日に供養祭を行っております。

②8月6日、7日の２日間、長野原警察署の坐禅会が行われました。

③④８月14日は大施食会でした。法要前に二胡奏者によるミニコンサートが行われました。約200名の檀信徒の皆様にお集まり

頂き、それぞれのご先祖様にお焼香して頂きました。今年も年回に当たられている施主様にご案内の通知をさせて頂きます。

⑤9月16日、先代住職の7回忌法要が厳修されました。12ケ寺の住職、総代にお集まりいただき、大慈提三大和尚を偲びました。

⑥10月27日、お寺でハロウィーン・パーティーが行われました。近隣のお子様に仮装して頂き、お寺周辺を練り歩きました。

昨
年
十
月
八
日
、
軽
井
沢
高
原
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

に
て
、
第
十
回
雲
林
寺
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
檀
信
徒
四
十
六
名
の
ゴ
ル

フ
ァ
ー
に
お
集
ま
り
頂
き
、
記
念
す
べ
き
第
十
回

大
会
が
盛
大
な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
又
、
今
ま

で
全
て
の
大
会
に
出
場
し
て
頂
き
ま
し
た
唐
沢
明

雄
様
、
芝
田
尚
登
様
に
特
別
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
も
秋
に
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

初
め
て
の
方
も
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

優勝の唐沢様

感
謝
録

た
く
さ
ん
の
ご
奉
仕
を
頂
き
ま
し
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

金
壱
萬
圓

山
口
次
夫
様

コ
シ
ヒ
カ
リ
十
キ
ロ

吉
澤
建
設
様

ヘ
ア
ー
ド
ラ
イ
ヤ
ー

長
谷
川
浩
一
様

コ
ー
ヒ
ー
二
箱

萩
原

稔
様

夕
食
御
招
待
券
（
ペ
ア
）

ナ
ウ
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
様

ペ
ア
招
待
券

ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル

ゴ
ル
フ
キ
ャ
ッ
プ

軽
井
沢
高
原

ゴ
ル
フ
倶
楽
部
様

コ
シ
ヒ
カ
リ
十
キ
ロ都

建
設
様

結
果
発
表

一
位

唐
沢
明
雄
様

二
位

川
嶋

仁
様

三
位

唐
澤
次
男
様

四
位

篠
原
博
史
様

五
位

市
村
隆
宏
様

六
位

石
井

勇
様

七
位

岩
田
紀
重
様

八
位

一
場
茂
樹
様

九
位

芝
田
尚
登
様

十
位

割
田
伸
男
様

B
G

市
村
隆
宏
様

雲
林
寺
永
代
供
養
墓
の
建
立

大
節
分
会

第
十
回

雲
林
寺
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

従
来
の
お
墓
は
、
「
家
」
を
単
位
と
し
て
、
代
々
受
け
継
が
れ
る
こ

と
を
前
提
に
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
現
代
で
は
、
家
族
形
態
の
変
化

に
よ
り
、
代
々
お
墓
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
様
で
す
。
永
代
供
養
墓
は
、
こ
の
よ
う
な
お
墓
の
問
題
を
解
消
す
る

新
し
い
お
墓
の
ス
タ
イ
ル
と
し
て
、
広
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

当
山
も
永
代
供
養
墓
の
ご
相
談
を
頂
く
件
数
が
年
々
増
え
、
長
野
原

町
役
場
移
転
に
伴
い
、
境
内
地
の
整
備
と
共
に
永
代
供
養
墓
の
建
立
を

検
討
し
て
お
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

写真はイメージです



　　

二
月
三
日
は
平
成
最
後
の
節
分
会
で
す
。

当
山
で
は
厄
払
い
の
祈
祷
法
要
を
毎
年

行
っ
て
お
り
ま
す
。

一
般
祈
祷

二
千
円

記
念
品
付
祈
祷

三
千
五
百
円

記
念
品
付
祈
祷
を
申
込
さ
れ
た
方
は
会
場

の
特
設
舞
台
に
上
が
っ
て
福
豆
を
ま
い
て

頂
き
ま
す
。
尚
、
ま
か
れ
た
福
豆
の
中
に

は
く
じ
が
入
っ
て
お
り
、

景
品
と
交
換
で
き
ま
す
。

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

曹
洞
宗
公
式禅

ア
プ
リ

梅
花
流
た
よ
り

2019年（平成31年）厄年早見表
前厄 本厄 後厄

女19歳の厄 17歳（2002生） 18歳（2001生） 19歳（2000生）

男25歳の厄 23歳（1996生） 24歳（1995生） 25歳（1994生）

女33歳の大厄 31歳（1988生） 32歳（1987生） 33歳（1986生）

女37歳の小厄 36歳（1983生）

男42歳の大厄 40歳（1979生） 41歳（1978生） 42歳（1977生）

男女61歳の厄 59歳（1960生） 60歳（1959生） 61歳（1958生）

幼児 4歳の厄 2歳 （2017生） 3歳（2016生） 4歳（2015生）

2月3日㈰ 午後7時より

今年の梅花講の予定は下記の通りになります。

１月１８日 初観音様（午前10時より）

１月下旬 上級者検定講習会

３月６日～ 梅花流一泊研修

３月上旬 上級者検定

５月２２日～全国奉詠大会（熊本）

６月中旬 特派師範巡回（雲林寺）

10月下旬 群馬県奉詠大会
大般若会（４月３日）天明物故者供養（８月５日）施食会（８月

14日）忠霊塔慰霊供養（10月中旬）にも梅花講として行事に参

加しております。宜しくお願い申し上げます。

お申し込みは担当の世話人さん、又はお寺にお電話ください。

第
六
十
一
回
梅
花
流
群
馬
県
奉
詠
大
会
が
、
昨
年
十
月
十
九
日
「
草
津
音

楽
の
森
国
際
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
」
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

毎
年
、
私
達
梅
花
講
員
が
吾
妻
の
地
よ
り
遠
方
へ
と
足
を
運
ん
で
頂
い
て

る
と
い
う
こ
と
か
ら
所
長
老
師
、
梅
花
部
長
の
配
慮
に
よ
り
、
今
回
近
場
の

草
津
町
に
て
行
わ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

登
壇
奉
詠
は
雲
林
寺
講
、
常
林
寺
講
、
無
量
院
講
の
三
講
合
同
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
曲
目
は
和
讃
の
中
で
は
難
し
い
と
さ
れ
て
い
る
達
磨
大
師
御
和
讃
、

同
御
詠
歌
で
す
が
、
佐
藤
ふ
さ
子
様
の
延
び
の
あ
る
詠
題
が
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー

ル
に
響
き
渡
り
、
又
篠
原
禮
子
様
の
落
ち
着
い
た
詠
頭
に
は
私
達
詠
衆
の
心

ま
で
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
よ
う
な
感
動
を
覚
え
る
も
の
で
し
た
。

昼
食
は
バ
ス
移
動
に
よ
り
、
天
狗
山
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
お
弁
当
と
温
か
い

煮
込
み
う
ど
ん
を
頂
き
ま
し
た
。

午
後
の
清
興
で
は
群
馬
交
響
楽
団
に
よ
る
弦
楽
四
重
奏
の
演
奏
会
が
開
催

さ
れ
、
皆
様
ご
存
知
の
「
赤
と
ん
ぼ
」
や
「
ふ
る
さ
と
」
懐
か
し
の
ヒ
ッ
ト
メ

ロ
デ
ィ
ー
「
高
原
列
車
は
行
く
」
「
月
光
仮
面
は
誰
で
し
ょ
う
」
等
々
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
曲
目
に
会
場
は
大
盛
り
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。

閉
会
式
で
は
い
つ
も
の
よ
う
に
椅
子
坐
禅
が
行
わ
れ
、
来
年
の
全
国
大
会

は
復
興
を
願
っ
て
熊
本
が
開
催
県
と
な
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
、
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。

尚
、
雲
林
寺
講
で
は
随
時
、
梅
花
講
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
声
を
か
け
て
下
さ
い
。

轟

美
代
子

仏
教
ブ
ー
ム
と
言
わ
れ
る
昨
今
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に
伴
っ
て
仏
教
系
の
ア
プ

リ
も
続
々
と
リ
リ
ー
ス
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
忙
し
い
日
常
に
追
わ
れ
、
自
分
と
向
き
合

う
時
間
を
忘
れ
が
ち
な
日
々
に
…
』

『
お
寺
に
は
な
か
な
か
行
け
な
い
け
れ
ど
、

ほ
ん
の
少
し
…
あ
る
が
ま
ま
の
自
分
と
向
き

合
う
時
間
を
…
』

曹
洞
宗
公
式
の
禅
ア
プ
リ
は
人
気
の
禅
体

験
を
気
軽
に
楽
し
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
坐
禅
体
験

膝
の
上
に
置
い
て
坐
禅
を
始
め
、
動
く
と
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
機
能

が
作
動
し
、
警
策
の
音
が
鳴
り
ま
す
！
結
果

は
、
『
心
の
落
ち
着
き
度
』
と
し
て
グ
ラ
フ

に
反
映
さ
れ
ま
す
。
時
間
も
自
由
に
設
定
で

き
ま
す
。

■
写
経

「
般
若
心
経
」
と
「
四
弘
誓
願
文
」
が
あ
り
、

お
手
本
の
通
り
ス
マ
ホ
画
面
を
指
で
な
ぞ
り
、

す
べ
て
書
き
終
え
た
ら
、
願
い
事
を
書
い
て

納
経
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
上
級
者
向
け

に
、
お
手
本
を
消
し
て
写
経
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
。

■
心
の
鏡

一
日
一
回
、
祖
師
方
の
お
言
葉
が
あ
な
た
に

届
き
ま
す
。
こ
の
言
葉
た
ち
が
、
ご
自
身
と

向
き
合
う
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

大
節
分
会

無
料
で
す
。
是
非
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
み
て
下
さ
い
！



小
田
部
吉
伸
様
⑬
篠
原
正
昭
様
①
野
口
雅
春
様
⑰

㉝
畠
中
保
忠
様
①
狩
野
守
様
⑦
㉓
佐
藤
正
男
様
③

㉓
篠
原
実
様
⑰
野
口
宗
様
㉓
野
口
み
つ
様
㉓
野
口

み
つ
代
様
㉝
湯
根
み
ち
子
様
⑰
臼
田
環
様
③
篠
原

昭
雄
様
①
野
口
市
子
様
①
㉓
茂
木
克
行
様
⑬
茂
木

吉
之
様
⑬
星
河
英
雄
様
⑬
井
口
真
由
美
様
③
武
藤

正
雄
様
⑰
茂
木
玲
子
様
㉓
大
石
ま
り
子
様
⑰
本
多

嘉
義
様
㉗
野
口
充
夫
様
③
山
本
忠
弘
様
⑦
㉗

【
群
馬
県
外
】

市
村
菊
男
様
⑰
金
丸
明
子
様
㉝
唐
澤
祥
夫
様
⑰
黒

岩
裕
一
様
③
㉝
篠
原
秀
太
郎
様
⑦
野
口
一
雄
様
⑬

野
口
剛
志
様
⑦
野
口
正
人
様
⑬
宮
﨑
千
鶴
様
㉓
中

嶋
き
よ
⑬
大
木
真
由
美
様
①
小
林
正
典
様
⑰
野
口

達
哉
様
③
市
川
一
夫
様
⑰
荻
野
誠
様
㉗
小
泉
美
彦

様
⑦
⑰
佐
竹
正
治
様
㉓
篠
原
勝
美
様
⑰
田
村
ミ
ヨ

様
⑦
野
口
明
成
様
⑰
萩
原
寛
様
⑰
橋
詰
好
子
様
㉓

山
口
松
代
様
㉓

編
集
後
記

檀
信
徒
の
皆
様
、
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
と
い
う
元
号
の
時
代
に
終
わ
り
を
つ
げ
る
今
年
、

皆
様
の
心
の
中
に
も
、
新
た
な
時
代
へ
の
希
望
に
満

ち
溢
れ
て
い
る
方
が
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
当
山
も
町
役
場
移
転
に
と
も
な
い
、
境
内

地
の
整
備
が
必
要
不
可
欠
な
こ
と
に
な
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
檀
信
徒
の
皆
様
の
心
の
支
え
、
心
の
ふ
る
さ

と
と
成
る
べ
く
、
様
々
な
角
度
か
ら
、
精
査
し
な
が

ら
事
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

新
た
な
元
号
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
本
年
が
皆
様

に
と
っ
て
、
日
日
是
好
日
と
な
る
こ
と
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

副
住
職

轟

省
吾

二
〇
一
九
年

年
回
正
当
の
お
知
ら
せ

年
回
例
③
は
三
回
忌
に
な
り
ま
す
。
御
名
前
は
施
主
様
に

な
り
ま
す
。
八
月
十
四
日
の
施
食
会
の
ご
案
内
を
施
主
様
に

通
知
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
年
回
に
当
た
ら
れ
て
い
な
い
施
主

様
も
ご
連
絡
頂
け
れ
ば
先
祖
代
々
等
の
塔
婆
を
ご
用
意
し
ま

す
。

【
長
野
原
地
区
】

長
谷
川
誠
様
①
⑦
浅
沼
伸
行
様
③
阿
藤
啓
二
様
⑦
⑬

市
村
美
佐
子
様
㉗
金
子
宥
巻
様
㉓
柄
澤
但
様
⑬
黒
岩

保
男
様
⑦
㉝
黒
岩
範
一
様
㉝
黒
岩
文
夫
様
㉓
黒
岩
満

①
小
池
正
太
郎
様
㉝
小
出
ま
さ
子
様
①
越
水
直
様
⑬

小
林
成
子
様
⑦
小
林
美
代
様
⑬
佐
藤
甲
子
様
⑰
佐
藤

し
ず
え
様
③
⑰
佐
藤
強
様
⑬
佐
藤
鉄
夫
様
㉓
篠
原
章

様
㉝
篠
原
節
子
様
⑬
篠
原
瑞
陽
様
⑦
篠
原
孝
子
様
③

芝
田
正
雄
様
㉗
霜
田
春
男
様
⑦
竹
渕
由
紀
子
様
⑦
土

田
稲
栄
様
⑰
寺
沢
益
代
様
①
冨
澤
冬
子
様
⑰
㉗
永
井

す
み
子
様
①
長
澤
セ
ツ
子
様
①
野
口
和
久
様
⑰
野
口

和
宏
様
⑰
野
口
源
治
様
①
㉝
野
口
達
男
様
㉝
長
谷
川

浩
一
様
③
羽
田
か
つ
子
様
⑦
丸
山
邦
雄
様
㉓
宮
崎
昭

様
㉗
柳
川
ふ
く
じ
様
③
矢
野
ま
さ
子
様
①
山
口
和
寿

様
⑰
山
口
幸
一
様
①
⑰
湯
本
和
明
様
㉓
湯
本
定
由
様

⑰
湯
本
征
夫
様
㉗
湯
本
ミ
ド
リ
様
㉗
横
田
義
雄
様
⑦

吉
崎
徳
蔵
様
㉗
依
田
た
つ
子
様
㉓
㉝
渡
辺
作
様
⑬

【
大
津
地
区
】

田
村
守
様
㉝
浅
川
た
か
江
様
①
㉓
浅
見
知
久
雄
様
⑬

浅
見
俊
雄
様
㉓
浅
見
二
司
様
㉓
浅
見
勇
様
㉗
浅
見
良

雄
様
㉗
一
場
榮
様
㉝
一
場
康
弘
様
⑬
岩
野
春
江
様
①

鎌
田
良
春
様
①
㉓
黒
岩
一
久
様
㉗
黒
岩
義
治
様
③
黒

岩
治
男
様
⑦
⑦
黒
岩
俊
正
様
①
黒
岩
す
み
子
様
㉝
黒

岩
将
人
様
①
黒
岩
す
み
子
様
⑦
小
林
う
た
代
様
⑬
小

林
一
昭
様
㉗
小
林
佳
乃
子
様
①
⑬
小
林
清
様
③
小
林

茂
夫
様
①
小
林
二
三
夫
様
㉓
小
山
勝
彦
様
⑦
坂
口
達

也
様
⑬
櫻
井
憲
様
㉓
㉗
櫻
井
貞
夫
様
⑬
篠
原
則
夫
様

①
⑬
篠
原
幸
彦
様
①
嶋
村
武
夫
様
①
島
村
照
男
様
⑬

嶋
村
直
樹
様
③
③
嶋
村
信
行
様
㉗
嶋
村
満
様
㉝
嶋
村

優
梨
華
①
関
健
次
様
①
高
橋
和
弘
様
③
冨
澤
ウ
メ
ノ

様
⑰
冨
澤
孝
一
様
⑬
冨
澤
重
男
様
㉝
富
沢
哲
夫
様
⑦

富
沢
英
雄
様
⑦
冨
澤
ふ
じ
江
様
⑰
冨
澤
冨
美
夫
様
⑰

冨
澤
正
男
様
①
中
村
一
也
様
①
野
口
善
行
様
⑦
廣
川

直
人
様
⑦
干
川
弘
枝
様
⑦
⑰
丸
山
忠
司
様
①
山
口
利

治
様
㉓
山
口
正
和
様
③
山
崎
正
臣
様
⑬
山
本
一
男
様

①
湯
本
完
司
様
⑦
湯
本
輝
男
様
⑦
⑬
湯
本
誠
様
⑦

【
横
壁
・
川
原
湯
地
区
】

金
子
一
夫
様
㉓
金
子
茂
雄
様
㉓
金
子
幸
弥
様
㉝
豊
田

孝
安
様
①
篠
原
一
夫
様
㉗

【
北
軽
井
沢
地
区
】

新
井
登
様
①
㉓
石
田
繁
信
様
㉓
石
田
俊
雄
様
⑦
井
上
け

さ
子
様
⑦
㉝
上
谷
川
憲
一
様
③
川
嶋
一
夫
様
③
神
戸
久

利
様
⑰
小
島
ミ
ツ
エ
様
⑬
斎
藤
勝
美
様
㉗
清
水
一
彦
様

①
清
水
初
枝
様
㉓
下
田
繁
一
様
⑬
田
島
敏
治
様
①
土
屋

満
州
夫
様
㉝
徳
間
信
一
様
①
富
岡
信
明
様
③
中
村
嘉
江

様
㉗
萩
原
広
美
様
①
⑬
干
川
直
康
様
①
真
下
健
様
⑦
増

田
幸
雄
様
①
冨
澤
八
重
子
様
㉓
宮
田
満
様
⑰
山
田
栄
二

様
③
㉓
㉝
山
田
洸
平
様
㉝
吉
田
茂
様
⑦
大
澤
千
影
様
③

霜
田
初
子
様
㉓

【
林
地
区
】

市
村
敬
司
様
③
市
村
春
二
様
①
市
村
隆
宏
様
⑰
小
林
秀

幸
様
①
⑰
小
林
寛
様
⑰
篠
原
美
好
様
⑬
篠
原
榮
子
様
⑬

㉓
篠
原
一
隼
様
③
③
㉗
篠
原
要
様
①
篠
原
幸
四
郎
様
③

篠
原
茂
様
⑰
篠
原
潤
一
様
①
㉓
篠
原
孝
夫
様
⑬
篠
原
久

之
様
①
篠
原
正
明
様
⑦
篠
原
ミ
キ
ヱ
様
㉗
篠
原
好
雄
様

㉝
高
原
伸
弘
様
⑦
長
橋
一
茂
様
①
星
河
和
幸
様
①
星
河

博
様
⑰
茂
木
う
め
様
⑰

【
羽
根
尾
・
古
森
地
区
】

一
場
計
一
様
㉓
片
桐
健
造
様
㉝
加
部
秀
俊
様
①
⑰
唐
沢

正
浩
③
唐
澤
稔
様
⑬
河
村
卓
也
様
⑦
黒
岩
昭
様
⑦
黒
岩

大
様
①
櫻
井
秀
樹
様
⑦
櫻
井
守
夫
様
⑰
高
原
實
様
①
竹

渕
定
夫
様
㉓
野
口
澄
子
様
⑬
古
屋
金
三
郎
様
③
山
口
通

夫
様
⑦
小
暮
光
雄
様
⑰

【
与
喜
屋
地
区
】

加
辺
正
司
様
⑬
佐
藤
孝
子
様
⑰
篠
原
恵
三
様
⑦
野
口
友

江
様
㉗
丸
橋
行
雄
様
⑬
宮
川
享
子
様
①
宮
崎
敏
夫
様
㉝

湯
本
得
一
様
㉝
山
本
剛
様
③

【
中
之
条
町
】

有
馬
ち
ず
子
様
⑰
大
竹
博
幸
様
③
笠
原
紀
美
様
①
黒
岩

忠
吾
様
⑦
篠
原
今
朝
六
様
㉓
篠
原
弘
平
様
⑦
㉗
関
正
則

様
①
野
口
勝
久
様
③
野
口
け
い
子
様
㉝
野
口
忠
代
様
③

野
口
幸
利
様
⑰
山
本
唯
吉
様
③
湯
本
久
様
⑰

【
東
吾
妻
町
】

浅
見
よ
し
江
様
㉓
一
倉
吉
美
様
①
狩
野
悦
子
様
⑰
小
林

雅
之
様
③
⑬
塚
田
茂
様
③
野
口
則
夫
様
③
野
口
英
樹
様

①【
草
津
町
】

浦
野
弘
様
⑬
木
村
良
博
様
③
久
保
田
静
江
様
⑦
㉓
鈴
木

恵
美
様
①
高
橋
り
つ
子
様
⑬
滝
澤
和
好
様
⑦
中
澤
至
子

様
⑬
中
村
佐
基
子
様
③

【
群
馬
県
内
】

柄
沢
二
三
代
様
㉗
大
川
傳
二
様
①
伊
予
田
保
子
様
③
冨

澤
康
一
様
①
㉓
池
谷
幸
子
様
①
梅
内
健
一
様
③

一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り

護
持
会
だ
よ
り

年回早見表

一周忌 平成３０年（２０１８）

３回忌 平成２９年（２０１７）

７回忌 平成２５年（２０１３）

１３回忌 平成１９年（２００７）

１７回忌 平成１５年（２００３）

２３回忌 平成 ９年（１９９７）

２７回忌 平成 ５年（１９９３）

３３回忌 昭和６２年（１９８７）
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

５０回忌 昭和４５年（１９７０）

お名前の誤字脱字、年回施主様に落ちが

ありましたらご了承願います。


